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目的 ： 生体高 分子 分解微 生 物 の 生態 、 分 解特 性 、 及 び 、 そ の 有効利用 を検討 し て い る 。

前回 、 ア ル ギ ン酸 の 分 解 微 生物 の 特 性 を解析 し 、 新 しい 発酵生産 シ ス テ ム （SFS ）を提

唱 した 。 今回 は 、
SFS に お け る 、 3種 の 細 菌 の 詳 細な 同定 と 、

こ れ ら の 細菌の 役割を 検

討 した 。
．ま た 、 ア ル ギ ン 酸 低分 子化 物の 諸性質 に つ い て も検討 した 。

方法 ： ア ル ギ ン 酸生産 菌 （3 種類 A ； B ， C ） と し て は 、 下記報文 （1 ） に 記載 の 細 菌 を

用い た 。
SFS の 解 析 は 、 細 菌 A ， B ， C を ア ル ギ ン 酸を唯一 の 炭素 源 とす る培地 で 培養

し、経 時 的 に A ， B ，　 C を寒 天 プ レ ー ト上 で 個別 計数 す る こ とに よ り行 っ た 。 また 、ア ル

ギ ン 酸 リ ア
ーゼ活 性 は 、下 記 報文 （1 ）記 載 の 方 法 で 測 定 した 。

結果 ； ア ル ギ ン 酸 分解 活性 を示 す± 壌サ ン プ ル 中 に は 、 常時 3種類 の 細 菌 （A ， B ，　 C ）

が 共存 し て お り，そ の 場合 に の み 高 い 分解活 性が 得 られた 。
こ れ ら 、 3 種 の 細菌 は 、

A ，

Flavobacterium 　 spiritivorum ，　 B ，　 Alcaligenes　 denitrificans．　 C ，　 Bacillus　 late−

rosporus 　と岡定 さ れ 、 各 細 菌の 識別可能 な生 育条件を 設定 した 。 共生 関係 に な い こ れ ら

3 種の 細 菌を 混 合培養 し 、 3 種の 細菌の 生育を経時的に 計数 した 。 培養後期 に 於 け る 3 種

の 細 菌数 比 は 、 A ，2B％：B ， 80X，　 C ， 0．　4％　で あ っ た．低分 子 化 ア ル ギ ン酸 の 諸 性質 も
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420　 Zymomonas　mobilis の グル ク ロ ン 酸含商 ス フ ィ ンゴ糖脂質 （グル クロ ン酸セ ラ

　　　 ミ ド）に つ い て

　　　 （静岡大 ・農 ・ 応生化） O 河津正広 ， 田原康孝

1 ）目的　ア ル コ ール発酵細菌L 踟 贓 1isは ， ア ル コ ール 発酵の初期の 段階に衷層脂質の 1っ

で あるホ ッ パ ノ イ ドが急速 に増加す る こ とか ら ， 本菌の ア ル コ ール 発酵 と表層脂質 との 関係

が注 目され て い る 。 演者 らは ， 本菌の アル コ ール発酵 と表層脂質 との 関係を追求するな かで ，

2つ の 長鎖塩基含有脂質を新 た に見い 出 し ， その うちの 1っ は遊離セ ラ ミ ドで あ るこ とを先 に

報告 した　
’
e1

， 今 回は ， も う 1っ の 脂質がグル クロ ン酸含補ス フ ィ ンゴ糖脂質 （グル クロ ン酸

セ ラ ミ ド）で ある こ とを明 らか に した の で 報告す る 。

2 ）方法　Z．mebilis 　IFO13756の 抽出脂 質を弱ア ル カ リ加水分解 し ， 得 られ た不 ケ ン 化脂質

画 分を DEAE：モル ロース クロ マ ト， シ リカゲル薄層 クロ マ トによっ て ， グ ル クロ ン酸セ ラ ミ ド

を単離 した 。

3 ）結果　本脂質の グル クロ ン酸の 存在は ， 脂質酸加水分解物の ペ ーパ ー クロ マ ト ， ガ ス ク

ロ マ トによ っ て明 らか に した 。 長鎖塩基は ，
1 ，

3一ジ ヒ ドロ キ シ
ー2一ア ミ ノ ヘ キサデカ ン （dl6 ：

0）を同 定し ， 主 要な構 成脂 肪酸 と して パ ル ミ チ ン酸を圃定 した 。 こ れ ら 3つ の 構成成分の定量

分析は ，3っ の 成分が ほぼ等 モ ルで あ るこ とを示 す とともに 、 本脂 質の NSス ペ ク トル は ， 本脂

質が これ ら3っ の 成牙 によ っ て構成され て い るこ と を示すこ とか ら 、 本脂質 は ， グル ク ロ ン酸

含有の 酸性ス フ ィ ン ゴ糖脂 質 （グ ル クロ ン酸セ ラ ミ ド）で ある と推定し振 。 本菌の ア ル コ ー

ル 発酵にお けるス フ ィ ンゴ 脂質 （遊離セ ラミ ドとグル クロ ン酸セラ ミ ド）の 動向は現在検討

中で あ る 。
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